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· 出席者は記録者が印を付ける。
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＜連絡事項＞

・3/5に病院立ち入り調査があります。引き続きカルテチェック・環境整備を行っていきましょう。

環境整備は先日巡視で指摘を受けた所を重点的に行っていきましょう。

　・Bユニットホール、冷蔵庫の野菜室に水がたまっている

　・Bユニット詰所、薬剤用冷蔵庫の霜取り

　・25号室のチェスト上のほこり

　・Aユニット詰所、救急カートのテープが切れている

　・Aユニット詰所、洗面所下の棚のほこり

　・Aユニットホール、湯沸かしポットの汚れ

　・Aユニットテレビ室入り口のクモの巣

　・Bユニットとサンルームの窓の手垢

　・Bユニットホールテレビ画面のほこり

　・床のポリッシャーとワックス掛け

　　（現在ワックスを発注していますが、届いていない為、ワックスが届き次第行っていきましょう）

・来週の歯科は金曜日祝日の為、12/21(水)となります。

＜患者様連絡事項＞

・宮本　建蔵様～12/30(金)11：00～1/2(月)14：00まで外泊希望あり、主治医より許可となっています。

　　　　　　　　保護者変更・地域復帰支援検討会については、現在子供の受験で忙しい為、三浦PSWが保護者と電話にて話し合い、結果を主治医へ報告する事となっています。

・袴田　将志様～両手の湿疹あり主治医へ報告し、ウレパールクリーム(角化症治療剤)処方となっています。

・赤石　陽介様～12/31(土)17：00～1/2(月)20：00まで外泊希望あり、主治医より許可となっています。

・八木橋　牧雄様～本日14：00からコーポ流星へ物件見学の予定となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・宮澤　啓様～昨日の準夜帯で妻様の面会後「嫁と話すとやっぱりイライラする」と話しています。また、頭痛の訴え聞かれカロナール(解熱鎮静消炎剤)1T服用しています。昨夜のイライラについて、食事を摂れないから軽くつまめる物を頼んだが的外れな物を持ってきたからイライラしたと話しています。スタッフと対話中は表情良く、頭痛の訴えも聞かれていません。血圧128/94mmHgと拡張期が高く、脈拍102回/分(整脈)です。余暇時は自室にて過ごされています。

　　　　　　　朝食は主食・副食共に1/2ずつ摂取、昼食は主食2/3・副食1/4摂取されています。引き続き訴えを傾聴しバイタルの観察も行っていきましょう。

・畑山　幸子様～月曜日から眠剤が増えた事で日中の眠気を訴え、昨日の準夜帯で20：00に眠剤を希望し服用しています。今朝3：00に目が覚めそれからは寝ていないと話していますが、日中、眠気が続いていると訴えてプログラムの見学を希望していましたが、最後まで参加する事できています。外出については主治医より夜間の睡眠状態をみてから決めると説明を受けていますので、夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう。

・阿部　文香様～昨日17：00、37.7℃の発熱みられています。深夜帯、36.9℃へ解熱されていますが、9：00体温37.2℃、体熱感軽度と嗄声みられています。14：00体温37.9℃へ上昇しクーリングにて対応しています。朝食は主食・副食共に1/2ずつ摂取、昼食主食全量・副食不食されています。こまめに水分補給を促し対応していきましょう。

　　　　　　　　主治医へ報告し明日血液検査(セット３、CPP)指示あり。また、夜間発熱の際は主治医(当直医)へ指示を仰ぐようにとの事。

＜安ヶ平Dr診察＞

・八森　正様～肛門部の処置は本日より7日分継続となります。

また、1/1(日)10：00～1/2(月)17：00まで外泊希望あり、主治医より許可となっています。

＜小笠原NS担当患者様ケース検討＞

・川村　幸子様～＃1幻覚・妄想に左右された日常生活の変調

　　　　　　　　O-P

　　　　　　　　①日課の過ごし方

　　　　　　　　②訴えや言動

　　　　　　　　③妄想の内容

　　　　　　　　④食事摂取状況

　　　　　　　　⑤睡眠状況

　　　　　　　　⑥排泄状況

　　　　　　　　T-P

　　　　　　　　①本人様が生活しやすい様環境を整える

　　　　　　　　②訴えや要望があれば傾聴し出来るだけ関わっていく

＜勉強会＞

人格障害の症状と看護　　担当：相馬NS

（資料別紙参照）

人格障害の症状と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相馬　亜紀子

最近では｢人格障害｣とは人間の質のかかわる言葉として思われやすく、マイナスのイメージをなくし、かたよりなく理解できるようにする為に｢パーソナリティ障害｣と呼ぶようになっている。

1、パーソナリティ障害の特殊症状

· パーソナリティ障害：認知・感情・対人関係・衝動抑制の領域における障害

· 類型

A郡パーソナリティ障害　●妄想型パーソナリティ障害(他者の動機を悪意のあるものと解釈するといった、広範な不信と疑い深さ)

　　　　　　●シゾイドパーソナリティ障害(社会的関係からの遊離、対人関係状況での感情表現の範囲の狭さ)

●失調型パーソナリティ障害(親密な関係では急に気楽でいられなくなること、そうした関係を形成する能力が足りないこと、および認知的または知覚的歪曲と行動の奇妙さのあることの目立った社会的および対人関係的な欠陥)

B郡パーソナリティ障害　●反社会性パーソナリティ障害(他者の権利を無視し、それを侵害する)

●境界性パーソナリティ障害(対人関係、自己像、感情の不安定および著しい衝動性)

●演技性パーソナリティ障害(過度な情緒性と人の注意を引こうとする)

●自己愛性パーソナリティ障害(誇大性、賞賛されたいという欲求、および共感の欠如)

Ｃ郡パーソナリティ障害　●回避性パーソナリティ障害(社会的制止、不全感、および否定的評価に対する過敏性)

●依存性パーソナリティ障害(面倒をみてもらいたいという広範で過剰な欲求があり、そのために従属的でしがみつき行動をとり、分離に対する不安を感じる)

●強迫性パーソナリティ障害(秩序、完全主義、精神および対人関係の統一性にとらわれ、柔軟性、開放性、効率性が犠牲とされる)

· 対人関係形成、維持能力の低下

· 衝動抑制の低下

· 所属している職場や地域のトラブルメーカーになりやすい

· 自傷行為や自殺企図などの生命維持にも関わる不適応行動をおこしやすい

· 犯罪、薬物乱用、性的倒錯などの反社会的・非社会的行動の背景となりやすい

2、看護ケア

(1) Ａ郡パーソナリティ障害の看護ケア

· 看護師は実質的に対等な人間の仲間として患者を受け入れている事を積極的に示し、安全な対象であることに対して理解を得る。

· 患者は認知的に著しく混乱した領域をもっている為、気がかりなことを積極的に表出できるようにかかわる。

　　　→このとき患者は自分の思いを整理して言葉にするまで、長すぎるほど十分に待つ事が必要。そして内容が逸脱したものであっても、｢今日はいつもより動揺されているようですが｣等と訴えを受容する。その後、この混乱した感情を引き起こしたのは何なのか、患者がみつけられるよう支援する。

· 具体的なストレスや問題を明らかにし、対処方法を検討する。

(2) B郡パーソナリティ障害の看護ケア

· 患者―看護師関係を確立する第１段階として限度や規則を設定する。

→この条件を設定することにより、看護師は患者を大人としてみており欲求不満に耐える能力があると信じていること、看護師は都合よく利用されるのを拒絶し、自己尊重のモデルを示すという2つのメッセージを伝える。

· 患者の情緒的な訴えに対して、対照的な感情状態を解釈して掲示することにより、その後の検討を促す。

(3) C郡パーソナリティ障害の看護ケア

· 患者―看護師関係を確立し、自らの問題を表出できるように援助する

· 悩みや葛藤を傾聴し、その内容を検討する。

· 実現可能で達成できそうな目標を患者とともに設定し、実施するよう促す。

(4) 家族への看護ケア

· 家族のパーソナリティ障害に対する理解を得る

· 家族の罪悪感の緩和

· 家族内の問題を明らかにする

1 患者とのコミュニケーションのとり方

2 敵意的あるいはカッとするような反応にどのように対処するか、

3 自殺の恐れに対しての対応の見直し

(5) 感情転移・逆転移への看護ケア

※感情転移→患者がかつて自分に対して大きな影響を及ぼした人に対して抱いていた愛情や敵意などの感情を治療者に対して示す事

※逆転移→治療者が無意識のうちに患者に対して向けるさまざまな感情や考え

感情転移や逆転移を放置すると、患者の特別扱いを求める態度や、他者を操作する行動、あるいは逸脱行為に看護師が巻き込まれる事にもつながる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

・自らの感情の変化を検証し患者の不利益や治療の妨げにならないように注意する。

・患者の言動を検討し、それが感情転移から起きているのかとらえ、対処方法を検討し、

チームで一貫した態度でかかわる

